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Masuda laboratory proudly presents,

　衣笠竜太, 博士（人間科学）　早稲田大学大学院人間科学研究科修了後、
University of California San Diego博士研究員、神奈川大学助教、本年4月より現職。 
 
＜要旨＞ 
　人間の身体動作を生み出す根源は骨格筋である。“筋線維の長さ変化によって発生す
る変位が腱組織を介して骨に伝わり、関節運動が起こる”と実に簡単に「身体動作」を
言葉で表すことができる。しかしながら、身体動作の成因に関与するいくつかの実測
データを組み合わせても、「身体動作の成り立ち」のジグゾーパズルを解き明かすこ
とはできない。私達の研究チームは、骨格筋と骨格筋を覆っている腱組織を一つの集合
体（筋腱複合体）として捉え、生体計測技術とコンピュータシミュレーションを用い
て筋腱複合体の動態を明らかにしつつある。本発表では、収縮中における神経－筋活
動と筋・腱組織の形態・力学特性に関する最新データを紹介する。 
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